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研 究 業 績 ・ 

アピールポイント 

●逆境・虐待サバイバーにおける複雑性PTSDに関する研究 

 虐待および家庭の機能不全を含む逆境的小児期体験 (Adverse Childhood Experiences: 

ACE) を持つ方は，複雑性PTSD (Complex PTSD: CPTSD) を発症するリスクが高くなります。

しかし，こうしたサバイバーの中には， CPTSDを発症しない方もいます。本研究は，CPTSDを

発症しない要因を検討し，「ACE・虐待サバイバーの逆境を乗り越える際の心の傷の回復」に

必要な心理的資質を見出すことを目指しています。 

●性的虐待サバイバーの感情変化のプロセスに関する研究 

 被害の重大さからPTSDを発症しやすいといわれる性的虐待サバイバーの抱えている困難と

それにまつわる感情変化のプロセスについて聴取し，必要な支援を検討しています。 

●「許し・寛容性」に関する研究 
 海外研究においては,「許し」がPTSD症状を低減し，ネガティブ感情を緩和することが示
されていますが，日本においても同様の結果が得られるか検討しています。 
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